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３月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成28年 第 1 回定例会

平成28年第１回定例会が、３月１日から３月23日までの23日
間の会期で開催されました。今定例会では、一部の案件以外につ
いては、『平成28年第１回定例会議案審査特別委員会』を設置のう
え付託し慎重審査を行いました。また、３月２日から４日の３日
間において一般質問（後頁P10～13）を行いました。

非
常
勤
特
別
職
の
設
置
等
に
伴

い
、
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
規
定

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　
国
及
び
他
の
自
治
体
の
給
与
制
度

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
７
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
８
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　▼

▼ 

議
案
第
９
号

か
す
み
が
う
ら
市
公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
本
市
の
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
し
、
そ

の
最
適
化
を
図
る
に
あ
た
っ
て
、

専
門
的
見
地
か
ら
の
助
言
等
を
得

る
た
め
、
学
識
経
験
者
等
を
構
成

員
と
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行
う

付
属
機
関
を
設
置
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
３
号

か
す
み
が
う
ら
市
企
業
立
地
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
４
号

か
す
み
が
う
ら
市
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行

政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部

が
改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
５
号

か
す
み
が
う
ら
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 
議
案
第
６
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼ 

報
告
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

▼
▼ 

承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
１
号

か
す
み
が
う
ら
市
公
共
施
設
等
整
備

基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
の
活
用
と
維
持
に
係

る
財
源
と
し
て
基
金
を
設
置
し
、

事
業
実
施
の
際
に
必
要
と
な
る
資

金
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

企
業
立
地
促
進
及
び
企
業
の
設
備

投
資
促
進
を
強
化
し
、
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
２
号

か
す
み
が
う
ら
市
産
業
活
動
の
活
性

化
及
び
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
の

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

承　
認

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果

　
【
議
案
第
２
号
及
び
３
号
】

　
【
議
案
第
７
号
及
び
８
号
】
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行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
（
平
成

26
年
６
月
13
日
公
布
・
平
成
28
年

４
月
１
日
施
行
）
に
伴
い
、
関
係

条
例
を
整
理
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
18
号

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
19
号

か
す
み
が
う
ら
市
行
政
不
服
審
査
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
20
号

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
26
年
法
律
第
88
条
）
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
条
例
の

廃
止
及
び
一
部
改
正
を
す
る
た

め
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
10
号

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
出

産
費
資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
国

民
健
康
保
険
条
例
第
５
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
も
の
に
対
し
、
出
産
に
必

要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で

す
。
出
産
育
児
一
時
金
を
出
産
す

る
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
え
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
資
金
の
貸
付
を

利
用
す
る
も
の
が
お
ら
ず
、
今
後

も
貸
付
基
金
が
利
用
さ
れ
る
見
込

み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
政
令
及
び
省

令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
11
号

か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
12
号

か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼ 

議
案
第
13
号

か
す
み
が
う
ら
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

消
費
者
安
全
法
第
10
条
の
２
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
並
び
に

情
報
の
安
全
管
理
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
定
め
、
も
っ
て
市
民
の
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
苦
情
を

適
正
か
つ
効
果
的
に
処
理
し
、
消

費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
を
目
的

に
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
14
号

か
す
み
が
う
ら
市
学
区
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
学
校
統
廃
合
に
伴

う
学
校
数
の
変
更
に
よ
り
、
学
区

審
議
会
の
委
員
の
定
数
を
改
正
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
15
号

か
す
み
が
う
ら
市
旧
学
校
体
育
施
設

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
小
学
校
統
廃
合
に

伴
い
、
今
年
度
末
を
持
っ
て
廃
止
と

な
る
小
学
校
体
育
施
設
の
恒
久
的

な
取
り
扱
い
が
決
定
す
る
ま
で
の

間
、
暫
定
的
に
施
設
を
利
用
す
る

た
め
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
16
号

か
す
み
が
う
ら
市
公
民
館
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

中
学
校
区
毎
の
地
区
公
民
館
を
活

動
事
業
展
開
す
る
こ
と
に
伴
い
、

既
存
の
地
区
公
民
館
施
設
を
廃
止

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
17
号

か
す
み
が
う
ら
市
旧
地
区
公
民
館
設

置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
小
学
校
統
廃
合
と

同
時
に
、
今
年
度
末
を
持
っ
て
廃

止
と
な
る
霞
ヶ
浦
地
区
の
地
区
公

民
館
施
設
の
恒
久
的
な
取
り
扱
い

が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的

に
施
設
を
利
用
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。 可　

決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

　
【
議
案
第
11
号
及
び
12
号
】

　
【
議
案
第
18
号
及
び
19
号
】
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３月定例会提出議案
▼
▼ 

議
案
第
21
号

か
す
み
が
う
ら
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て「

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構

造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器

具
等
の
取
扱
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」（
平

成
27
年
総
務
省
令
第
93
号
）
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼ 

議
案
第
22
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
▼
▼ 

議
案
第
23
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　
▼
▼ 

議
案
第
24
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
▼
▼ 

議
案
第
25
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

▼
▼ 

議
案
第
26
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
▼ 

議
案
第
27
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　　
▼
▼ 

議
案
第
28
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
予
算

　
　

　
▼
▼ 

議
案
第
29
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　▼

▼ 

議
案
第
30
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　▼

▼ 

議
案
第
31
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算 

　
　▼

▼ 

議
案
第
32
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
▼ 

議
案
第
33
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

▼
▼ 

議
案
第
34
号

平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
予
算

▼
▼ 

議
案
第
35
号

か
す
み
が
う
ら
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
改
正
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
「
小
規

模
な
通
所
介
護
」
を
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」
に
移
行
す
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に

従
い
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　▼
▼ 

議
案
第
36
号

か
す
み
が
う
ら
市
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
内
に
お
い
て
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
等
を
行

う
事
業
者
に
対
し
、
指
導
権
限
の

強
化
を
図
り
、
市
民
の
生
活
環
境

の
保
全
及
び
災
害
の
防
止
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼
発
議
第
１
号

新
た
な
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
係
る

財
政
措
置
の
強
化
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）

　
委
員
会
へ
の
調
査
付
託
の
件

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　
▼
▼
請
願
第
１
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

趣
旨
採
択

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

決　
定

決　
定

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決
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市長の施政方針に対する質疑
「まち・ひと・しごと総合戦略」の事業で、筑波銀行、産業能率大学、市との三者協定の経
過について

平成27年度に、筑波銀行の仲介で産業能率大学の岩井ゼミの学生が、本市の地域活性化をテー
マに市内の視察と企画案の発表会を実施。さらに10月に、同大最寄駅の東急東横線自由が丘
駅周辺で開催の女神まつりで、三者連携して農産品のＰＲ販売を実施いたしました。その後
も、学生が本市を訪れ、地域再生を主題にした教育研究に取り組みました。こうした経過に
より、１月26日に三者協定を締結いたしました。
今後は、本市の地域産品の消費拡大とブランド創造、６次産業化を含む農水産業の活性化、
地域資源を活用した観光誘客による交流人口の増加と定住促進など、三者連携により具体的
な取り組みを進めてまいります。

消防の広域化について

消防庁告示により消防の広域化を、平成30年4月1日までに図ることとされております。指令
センターの統合が行われ、広域化に向けてスムーズに進んでいると認識しております。
今後も、国・県の指導のもと、消防の広域化が円滑に進展するよう、さらに県と協力して進
めていきたいと考えております。

交通弱者対策における公共交通網の整備について

市では、平成22年度に市地域公共交通総合連携計画を策定し、広域バス、乗り合いタクシー
等を導入し、交通空白地区の解消や路線バス廃止の代替策を講じて市民生活の移動手段を確
保してまいりました。
平成25年の法改正に伴い、法定計画が地域公共交通総合連携計画から地域公共交通網形成計
画へと変わりました。
この計画は、人口減少社会における地域社会の活力の維持向上のため、地方公共団体が中心
となって、関係者の合意のもと、まちづくり等の地域戦略と連携し、持続可能な公共ネット
ワークの再構築を目指すものです。
市としては、地域公共交通網形成計画を策定し、将来を見据えた地域公共交通の推進に取り
組んでまいります。

市街化区域の雨水排水の計画見直しとは

現在の市街化区域は、宅地開発が進み、雨水の浸透域が減少し、雨水の滞留時間がなく、排
水箇所に短時間で集中する状況です。近年の集中豪雨などにより、排水能力を超え道路冠水
等が生じている区域があります。
その対策として、雨水排水の系統、流下能力等を把握し浸水対策の計画を立てるために、平
成28年度に新たに現地調査を行うものです。

近隣市とのつながりを持つ広域交通ネットワークの形成について

現在、国の補助事業を活用し、新治地内から東京製綱脇、第２千代田南団地東側の団地入り
口交差点までの整備を進めております。同じく土浦市で進めている田村沖宿線延伸道路が整
備、接続されると、国道354号土浦バイパスのおおつ野団地入り口交差点までのアクセス道
路が整備完成いたします。また、環境科学センターアクセス道路についても、全線開通の見
通しとなりました。今後も、隣接する土浦市や石岡市、さらには土浦土木事務所等との関係
機関と連携を図りながら、円滑で安全な道路整備に努力してまいります。

施政方針に対する質疑
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施政方針に対する質疑
市民を交えた防災訓練の実施について

合併後、市全体を対象とした総合防災訓練を行っていましたが、東日本大震災後は、４つの
中学校区をそれぞれ重点区域と定め、避難訓練を中心とした市民参加型訓練を実施してきた
ところです。
平成28年度においても、多くの地域の皆様に参加いただけるよう、中学校区単位の防災訓練
を中心に実施する予定です。具体的には、下稲吉中学校区において地震被害を想定した防災
訓練を実施する予定です。

本市のコンパクトシティー化とは

本市の地理的条件から、神立駅を中心としたまちづくりに加えて、霞ヶ浦地区、千代田地区
の地域の活性化をいかに図っていくかが重要と考えます。これには農地の集約や地域間の移
動手段などクリアすべき課題が多岐にわたるため、市全体で考えていく問題であると認識し
ております。

企業誘致について

本市の工業団地は、工業専用地域等としての用途を定めておりますが、民地のため、場所に
よってはインフラ整備が十分でない場所があります。
このことから、企業が本市に進出する場合の造成等のインフラ整備費の負担軽減を目的とし
て、これまでも企業立地に対する優遇制度の充実に努めてまいりました。平成28年度からは、
さらなる企業招致と雇用の拡大、既存企業の拠点化を目的に、税の免除や補助金については、
本社機能移転を条件に制度を充実させます。特に企業立地促進助成金については、設備投資
額の条件緩和を予定しております。
今後、ホームページを活用し、市内企業の紹介と合わせマッチングを目的とした空き土地・
工場の情報発信をいたします。その他にも、県外の企業立地セミナーへ参加するなど、今後
も積極的に企業誘致の取り組みを進めます。

不妊治療補助の増額について

茨城県の交付する不妊治療補助金の該当額が初回のみですが、15万円から30万円に引き上げ
られました。県外での専門医療機関への受診も、医療機関所在地の都道府県等において指定
が行われていれば、助成が可能です。当市でも同様に県の要件を満たせば助成対象としてお
ります。
このことにより、県と市を合わせた助成額は、初回が40万円、2回目以降で25万円が上限※と
なり、不妊に悩む夫婦の経済的負担の軽減に一層寄与することができ、出生率の向上に役立
つものと期待しております。
今後とも、少子化対策として不妊治療助成を行ってまいります。

※不妊治療補助の助成額は初回が県30万円、市が10万円。２回目以降で県が15万円、市が10
万円が上限

保育士の資質向上について

社会情勢や親子関係など保育士を取り巻く環境が目まぐるしく変化する中、現状の取り組み
として県保育協議会及び県社会福祉協議会主催の各種研修会の受講、さらに、要支援児童の
増加に対応するため、県立特別支援学校（つくば・土浦）への研修などにより、児童の状況
に応じた対応を学び、研修受講後においては、所内研修を実施するなど共通認識をもとにし
て、保育士相互の資質向上に努めています。
今後も、研修機会の積極的な受講などにより、児童の健全育成を図りより一層の保育士の資
質向上に努めていきます。



7 KASUMIGAURA

議案審査特別委員会議案質疑・議員研修

英語指導助手設置事業について
当事業については、中学校に３名、小学校は２名の配置を予定しております。中学校では、
それぞれの規模に応じて時間割等の配置をする予定です。小学校については２名で、それぞ
れの学校を持ち回りで担当する予定です。１人当たり週30時間の予定です。中学校では全授
業の半分程度をカバーし、小学校では、５、６年生の外国語の授業をすべて対応する予定です。

米政策推進事業について
飼料用米の交付金事業です。国及び県でも交付金が出ておりますが、市でも上乗せ加算と、
担い手加算により助成をしております。

環境美化事業のフラワーロードについて、空き花壇があるようですが改善策はありますか。
フラワーロードの空き花壇の状況ですが、平成25年度は９花壇、平成26年度は24花壇、平成
27年度は33花壇と年々増えております。理由は、ボランティアを行う地域の方々の高齢化に
伴い、今まで４区画だったものを２区画にしてほしい等の要望が多いためです。対策として、
空いている花壇については、除草シートをかぶせる方法を考えております。

交通安全事業の交通安全施設工事の内容を伺う。
交通安全対策として、カーブミラーやガードレール工事等の費用を計上しております。その
他として、霞ヶ浦北小学校が開校するに当たり、スクールゾーンの路面標示工事と通学路看
板の設置として、129万円ほどを計上しております。合計で379万円ほどです。

神立停車場線の年度末における整備の進捗率はどのぐらいなのか。
土地の買収率としては、71.2％の完了です。筆数から見た進捗率は62.9％。補償件数から見
た進捗率は69.2％。道路延長に換算すると、全体が1,150メートルのうち911メートルの買収
が進んでおります。率にして79％となります。

石岡地方斎場への負担金のなかで、増額となった旧斎場の解体費用について
全体の費用として、実施工事請負費と管理業務の委託費合わせて6517万8000円です。当初予
算が5454万円でしたので、1063万8000円の増額となりました。アスベストの含有が新たに
判明したため、その除去費用に充てるためのものです。かすみがうら市の負担分は、105万
9000円の増額となります。

平成28年度　第１回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑
議案審査特別委員会は、15名の委員で構成　　（３月８日、９日、11日、14日、15日開催）

議案第28号　
平成28年度かすみがうら市一般会計予算

議案第22号
平成27年度かすみがうら市一般会計補正予算（第６号）
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かすみがうら市議会
議員研修（講演会）
日　　時：平成28年４月14日（木）
会　　場：市役所防災センター２階　研修室
講　　師：野村　稔　氏

　　（全国都道府県議会議長会議会制度研究アドバイザー）

演　　題：「地方議会の役割等」
自治体の委員会条例や会議規則の制定の経過
や議員の役割さらには、本会議の運営につい
て等、長年の実務経験に基づいた講演をいた
だきました。

議案審査特別委員会議案質疑・議員研修
交流センターについて、第三セクター（巻末参照）という法人化がなぜいま必要なのか伺う。
今回第三セクターという形で市も出資いたします。
これまでの市の情報発信だけでは、この地域の魅力を伝えきれないことがあり、今回主体とな
る民間企業の情報発信力を生かすことで、交流人口が拡大することを目指しています。また、
ＤＭＯ※を活用した多様な取り組みの連携として、６次産業化事業、レストラン事業、地域の
農水産物の活用、食育ワークショップや地域のワーキングスペースの活用も視野に入れており
ます。そこで三者が連携を取り、それぞれの役割を果た
していくことになります。
民間企業には、事業主体である飲食事業と広告事業、市は、
地元、地域との連携と保証、金融機関は、経営上のアド
バイスから資金計画を担うというようなものです。
その三者連携の中で、第三セクターをたち上げようという
こととなりました。

※ＤＭＯとは
「Destination Marketing／Management Organization」の略。
地方公共団体と連携してマーケティングやマネジメント等を行うことにより観光地域づくりを担う法人。
多様な関係者の合意形成や、データの収集や戦略の策定、プロモーション、収益事業などを行う。
国では、観光庁が「日本版DMO」の形成・確立の促進を図っている。

今回条例の制定に至った経過は
これまで規則で定めていたものを、消費者安全法の改正により組織の運営等に関する事項に
ついて、条例で定めることとなったものです。

今までの消費生活センターの相談件数の実績と主な相談内容は
平成25年度で278件。平成26年度が245件。平成27年度が、12月現在までで170件です。
主な相談内容は、携帯電話等のワンクリック詐欺や、高額な不正請求を受けて、支払ってし
まった等のデジタルコンテンツのトラブルが多いようです。

議案第13号
かすみがうら市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例
の制定について

▲研修風景

▲湖畔から見た市交流センター
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茨城県市議会議長会
平成27年度　第２回議員研修会

主　　催：茨城県市議会議長会

日　　時：平成28年２月16日（火）

会　　場：筑西市　ダイヤモンドホール

参加議員：古橋　智樹、設楽　健夫、櫻井　繁行

講　　師：大森　彌　氏（東京大学名誉教授）

演　　題：「2025年を見据えた
　　　　　　　　　これからの地方自治」

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 

査 
内 
容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

●
平
成
28
年
度
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し（
案
）

に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
創
業
支
援
事
業
計
画
の
認

定
及
び
補
助
制
度
創
設
に
つ
い
て

●
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
に
つ
い
て

●
契
約
に
関
す
る
事
項　

・
設
計
図
書
の
検
査
等
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
防
災
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

●
そ
の
他

●
「
美
並
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事
に
お
け
る

各
指
針
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
回
答
）」
に

つ
い
て

●
公
共
施
設
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停

留
所
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

●
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校
統
合
委
員
会
の
協

議
状
況
に
つ
い
て

●
平
成
27
年
度
の
学
校
施
設
整
備
に
係
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て

●
市
内
小
中
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
２
月
８
日
開
催
）

（
３
月
４
日
開
催
）

（
３
月
22
日
開
催
）

（
２
月
12
日
開
催
）

（
4
月
27
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

調 

査 

内 

容

●
請
願
書

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願
（
請
願
第
１
号
）

（
３
月
４
日
・
15
日
開
催
）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

委員会活動・議員研修

▲改築中のプール

▲研修風景
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古橋　智樹 議員

国
道
６
号
の
渋
滞
に
よ
る
経
済
損
失
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

ＱＡ　
国
道
１
桁
号
線
の
慢
性
渋
滞
に
よ
る
経
済
損
失
を
、
国
・
県
は
ど
の
よ

う
に
解
消
を
し
、
い
つ
計
画
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
市
長　
本
市
で
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
認
可
計
画
の
と
お
り

清
水
か
ら
上
土
田
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
化
の
事
業
決
定
が
肝
要
と
考
え
て
お
り

ま
し
て
、
昨
年
末
に
は
、
新
た
に
県
下
18
自
治
体
に
よ
り
設
立
を
し
た
「
茨

城
県
国
道
6
号
整
備
促
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
茨
城
県
知
事
へ
の
要
望
を

は
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
、
さ
ら
に
は
関
東
地
方
整
備
局
長
へ
要
望
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
な
お
、
先
月
の
16
日
に
、
本
市
単
独
で
水
戸
市

に
あ
り
ま
す
常
陸
河
川
工
事
事
務
所
へ
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
要
望
活
動
を
継
続
的
に
実
施
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
千
代
田
地
区
中
学
校
制
服
・
ジ
ャ
ー
ジ
新
デ
ザ
イ
ン
は
児
童
生
徒
総
選

挙
で
図
る
こ
と
を
進
言
し
ま
す
。

　
教
育
長　
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
学
校

で
保
護
者
や
生
徒
の
意
見
を
参
考
に
し
て
決
定
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
が
、
議
員
の
お
考
え
に
あ
る
よ
う
に
、
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が

新
し
い
も
の
に
な
っ
て
学
校
生
活
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
に
自
分
た
ち
の
身
近
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
を
集
約
す

る
よ
う
な
作
業
を
行
う
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
回
ご
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
学
校
側
と
よ
く

相
談
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲国道６号線（上稲吉地区）

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
基
本
法
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
基
本
と
な
る
法
律
と
し
て「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
は
計
画

を
定
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
茨
城
県
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

32
年
度
を
計
画
の
期
間
と
定
め
、
現
在
作
成
中
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
か
す

み
が
う
ら
市
の
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
平
成
28
年
度
に
実
施
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
、
生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
は
、
将
来
の
就
労
に
よ
る
自

立
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
国
の
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
高
校
進
学
を
支
援
す

る
た
め
中
学
生
を
対
象
と
し
て
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
ま
し
て
は
、
当
該
事
業
は
委
託
に
よ
る
実
施
を
考
え
て
お
り
、

4
月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事
業
者
を
募
集
し
、
5
月
に
選
定
、
6

月
に
生
徒
を
募
集
し
、
7
月
か
ら
学
習
支
援
事
業
を
開
始
す
る
予
定
と
計
画

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
、
現
在
の
対
応
状
況
と
適
応
教
育
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は 

　
教
育
部
長　
学
校
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
家
庭
訪
問
や
電
話
相
談
を

基
本
と
し
、
本
人
と
の
人
間
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た

保
護
者
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
専
門
機
関
と
の
連
携
や
適
応
教
室
で
の
指

導
を
促
す
な
ど
、
本
人
・
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男 議員

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
計
画
策
定
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

　
　
　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い

ＱＡ

▲教育支援センターひたちの広場

不
登
校
児
童
の
状
況
と
適
応
教
育
に
つ
い
て

子
ど
も
を
守
る
防
犯
対
策
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
第
４
次
基
本
計
画
に
つ
い
て

動
物
愛
護
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
計
画
策
定
に
つ
い
て

観
光
の
振
興
推
進
に
つ
い
て

中
学
校
制
服
ジ
ャ
ー
ジ
千
代
田
地
区
新
デ
ザ
イ
ン
は
児
童
生
徒

の
総
選
挙
で

国
道
６
号
の
騒
音
振
動
公
害
と
渋
滞
に
よ
る
経
済
損
失
～
続
編

給
食
の
産
地
表
記
の
現
況
～
消
費
者
行
政
の
責
任
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ト

レ
法
令
等
順
守

利
用
が
未
だ
決
ま
ら
な
い
歩
埼
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
活
路
は
あ
る
の
か

坪
井
市
長
２
期
目
２
年
の
政
治
姿
勢
～
未
来
に
夢
と
責
任
を

持
っ
た
決
め
ら
れ
る
政
治
を

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１４

１

３６

３

２５

２４５

一  般  質  問
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ゴ
ミ
処
理
行
政
は
土
浦
市
と
将
来
を
見
据
え
た
協
議
を
行
う
べ
き

　

市
長　
茨
城
県
か
ら
土
浦
市
を
含
む
５
市
町
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
で
１
な

い
し
２
施
設
に
再
編
統
合
す
べ
き
と
の
案
が
示
さ
れ
、
土
浦
市
は
単
独
運
営

の
方
針
が
示
さ
れ
、
現
在
の
４
市
町
の
枠
組
み
に
よ
る
広
域
化
に
至
り
、
昨

年
３
月
25
日
に
茨
城
県
知
事
の
許
可
を
得
ま
し
て
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に

加
入
を
し
、
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
に
向
け
ま
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
営
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

伺
う
。

　

教
育
部
長　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
検
討
し
た
結
果
、
全
面

的
な
見
直
し
を
す
る
前
段
の
試
行
的
な
運
用
と
い
た
し
ま
し
て
、
年
度
途
中

の
利
用
希
望
調
査
を
１
学
期
中
に
実
施
を
し
、
利
用
申
し
込
み
の
時
点
で
学

校
生
活
の
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
１
年
生
を
優
先
す
る
な
ど
の
一
定
の
条
件

を
設
定
し
た
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、
空
席
の
あ
る
範
囲
の
中
で
許
可
す
る
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
今
回
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄

宮嶋　　謙

議員

議員

市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
閉
所
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
伺
う

合
併
を
視
野
に
入
れ
た
ゴ
ミ
処
理
行
政
に
つ
い
て

市
の
置
か
れ
て
い
る
様
々
な
問
題
等
を
考
慮
し
、

　
　
　
さ
く
ら
保
育
所
の
閉
所
時
期
を
決
断
し
ま
し
た

霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
加
入
し
、
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
に
向

け
て
進
ん
で
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
廃
止
に
つ
い
て
市
長
は
、
一
昨
年
の
市
長
選
の

公
約
で
「
保
護
者
の
合
意
の
も
と
に
廃
止
時
期
を
決
定
す
る
こ
と
を
約
束
し

ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
同
意
も
な
く
一
方
的
に
さ
く
ら
保
育

所
の
閉
所
時
期
を
通
告
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

市
長　
す
べ
て
の
保
護
者
の
合
意
形
成
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
の
置
か
れ
て
い
る
様
々
な
問
題
等
を
考
慮
し
、
平
成
30
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
さ
く
ら
保
育
所
を
閉
所
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
就
学
援
助
制
度
の
徹
底
し
た
活
用
へ
の
取
組
み
と
制
度
拡
充
（
前
倒
し

支
給
）
に
つ
い
て
、
伺
う
。

　

教
育
部
長　
就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
小
学
校
、

中
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
及
び
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
必
要
な
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
新
入
生
の

保
護
者
説
明
会
に
お
い
て
制
度
の
概
要
を
説
明
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
概

要
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
制
度
拡
充
に
つ
い
て
は
、
近

隣
自
治
体
で
導
入
事
例
を
見
か
け
な
い
こ
と
か
ら
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

下
土
田
の
残
土
問
題
に
つ
い
て

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

独
自
性
を
発
揮
し
た
学
校
教
育
の
実
施
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
営
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

合
併
を
視
野
に
入
れ
た
ゴ
ミ
処
理
行
政
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２

３

３

４５６

▲さくら保育所

▲霞ヶ浦中学校スクールバス
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千
代
田
地
区
４
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
統
合
に
対
す
る
意
識
の
醸
成

は
す
で
に
図
ら
れ
て
い
る
の
で
は

　

教
育
部
長　
地
域
の
懇
談
会
は
26
年
３
月
以
来
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
28
年
度
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
入
っ
た
懇
談
会
を
教
育
委
員

会
事
務
局
と
し
て
考
え
て
お
り
、
所
管
と
な
る
の
は
生
涯
学
習
課
も
公
民
館

活
動
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
中
で
い
ろ
い
ろ
協
議
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
風
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
道
８
―
０
２
１
９
号
線
（
舟
橋
地
区
か
ら
上
稲
吉
地
区
）
の
道
路
整

備
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。 

　

土
木
部
長　
補
助
事
業
で
あ
る
防
災
安
全
交
付
金
事
業
、
道
整
備
交
付

金
事
業
、
神
立
停
車
場
線
整
備
事
業
に
よ
り
、
地
域
間
の
連
絡
を
円
滑
に
す

る
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
進
捗
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
補
助
事
業
を
活
用
し
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫

田谷　文子

議員

議員

特
別
職
政
治
倫
理
条
例
制
定
に
つ
い
て
伺
う

小
学
校
統
廃
合
に
伴
う
小
中
一
貫
校
教
育
導
入
の

　
　
　
　
　
　
早
期
実
現
に
よ
る
教
育
環
境
の
充
実
を

今
後
と
も
近
隣
の
市
町
村
の
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
状

況
を
確
認
し
て
い
き
た
い

平
成
28
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
で
地
域
懇
談
会
を

開
き
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
市
長
及
び
特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
制
定
の
検
討
経
過
（
実
施
日
、
参

加
者
）
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
６
月
４
日
提
出
の
政
治
倫
理
条
例
は
途
中
廃

案
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
検
討
あ
る
い
は
議
論
が
さ
れ
た
経
緯
が

あ
る
か
伺
う
。

　

平
成
25
年
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
式
な
委
員
会
等
で
協
議
し
た
経

過
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。た
だ
非
常
に
大
変
重
要
な
案
件
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
あ
る
福
祉
政
策
の
推
進
（
霞
ヶ
浦
地
区
受
付
窓
口
整
備
）
と

平
成
26
年
計
画
の
社
会
福
祉
協
議
会
霞
ヶ
浦
地
区
組
織
創
設
協
議
開
始
を
求

め
る
。

　

保
健
福
祉
部
長　
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
地
区
社
協
の
組
織
整

備
は
、
平
成
28
年
２
月
26
日
に
開
催
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
等
の
提
案
を
行
い
、
ご
承
認
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
霞
ヶ
浦
地
区
組
織
創
設
協
議
開
始
に
係
る
具
体
的
な
内
容
と
し
て

は
、
地
区
社
協
組
織
化
を
図
る
た
め
、
地
元
区
長
さ
ん
や
民
生
委
員
児
童
委

員
、
行
政
区
役
員
を
対
象
に
、
旧
小
学
校
区
単
位
で
の
説
明
会
を
平
成
28
年

度
に
開
催
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
組
織
体
制
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
政
治
倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
「
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
制

定
・
逮
捕
不
祥
事
再
発
防
止
計
画
実
施
状
況
・
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
監
査
に
つ
い
て
」。

バ
ラ
ン
ス
あ
る
福
祉
政
策
の
推
進
（
霞
ヶ
浦
地
区
受
付
窓
口
整

備
）
と
平
成
26
年
計
画
の
社
会
福
祉
協
議
会
霞
ヶ
浦
地
区
組
織

創
設
協
議
開
始
を
求
め
る
。

小
学
校
統
合
と
閉
校
小
学
校
の
複
合
的
有
効
活
用
と
全
市
の
少

子
高
齢
化
人
口
減
少
社
会
の
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設

を
求
め
る
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
「
農
水
産
資
源
担
い
手
育
成
と
観
光
資
源

有
効
活
用
へ
観
光
協
会
整
備
」
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
。

小
学
校
統
廃
合
に
伴
う
小
中
一
貫
教
育
導
入
の
早
期
実
現
に
よ

る
教
育
環
境
の
充
実
を 

医
療
費
無
料
化
（
所
得
制
限
上
限
の
弾
力
化
）
及
び
給
食
費
の

助
成
に
よ
る
子
育
て
支
援
推
進
に
つ
い
て

市
道
８-
０
２
１
９
号
線
（
舟
橋
地
区
か
ら
上
稲
吉
地
区
）
の

道
路
整
備
の
今
後
の
年
次
計
画
と
方
針
に
つ
い
て

市
道
７-
51
号
線
（
上
稲
吉
か
ら
馬
立
）
の
今
後
の
年
次
計
画

と
方
針
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１２３４

▲社会福祉協議会案内看板

▲市道８－０２１９号線

１２３４
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矢口　龍人 議員

６
号
国
道
中
貫
か
ら
千
代
田
石
岡
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
事
業

化
着
工
の
早
期
実
現
を

各
要
望
活
動
を
多
様
的
な
角
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

肝
要
で
す

ＱＡ

６
号
国
道
バ
イ
パ
ス
（
中
貫
～
千
代
田
・
石
岡
イ
ン
タ
ー
ま
で
の

９
．
９
ｋｍ
）
の
事
業
化
着
工
の
早
期
実
現
を

少
子
化
・
人
口
減
少
に
対
す
る
有
効
な
具
体
的
施
策
に
つ
い
て

区
域
指
定
の
事
務
手
続
き
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

高
齢
者
を
狙
う
振
り
込
み
詐
欺
の
実
態
と
相
談
窓
口
の
業
務
等
の

充
実
を

質　
問　
事　
項

１２３４

　
６
号
国
道
バ
イ
パ
ス
整
備
の
具
体
的
な
行
動
計
画
は

　

市
長　
沿
線
市
民
に
対
す
る
行
動
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
中
、
市
民
の
啓
発
の
高
揚
、
報
告
を
含
め
ま
し
て
、
毎
年
、

期
成
会
か
ら
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
は
各
要
望
活
動
を
多
様
的
な
角
度
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
一
日
も
早
い
事
業
化
の
決
定
を
目
指
す
こ
と
が
肝
要
か
と
い
う
風
に
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
巧
妙
化
し
て
い
る
振
り
込
み
詐
欺
の
事
前
対
策
及
び
被
害
者
の
心
の
ケ

ア
対
策
並
び
に
相
談
窓
口
の
充
実
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

総
務
部
長　
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、警
察
と
連
携
を
い
た
し
ま
し
て
、

多
発
警
報
発
令
時
に
は
防
災
無
線
に
よ
る
呼
び
か
け
の
ほ
か
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
っ
て
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
相

談
窓
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警
察
署
の
ほ
か
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
設
け
て
ご
ざ
い
ま
す
。
被
害
者
の

心
の
ケ
ア
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
精

神
保
健
福
祉
士
等
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
え
る
体
制
も
と
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
い
ば
ら
き
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
紹
介
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲詐欺防止啓発チラシ

　
戸
崎
上
稲
吉
線
、
国
道
３
５
４
号
線
南
側
の
県
道
が
狭
く
、
通
学
者
の

安
全
を
危
惧
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
企
業
誘
致
に
対
し
て
も
道
路

拡
張
や
歩
道
の
整
備
が
必
要
で
は

　

土
木
部
長　
ご
指
摘
の
路
線
は
、
国
道
３
５
４
号
と
と
も
に
、
大
型
車

両
の
交
通
需
要
が
高
く
、
交
通
渋
滞
の
解
消
と
通
学
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
歩
道
整
備
促
進
に
つ
い
て
早
期
に
整
備
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
毎
年
、
県
議
会
土
木
企
業
委
員
会
へ
要
望
を
続
け
て
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、県
で
は
国
道
３
５
４
号
加
茂
入
口
交
差
点
改
修
工
事
、

全
体
計
画
延
長
６
０
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
詳
細
設
計
、
平

成
28
年
度
計
画
用
地
の
交
渉
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
事
業
を
完
了
す
る
と
し

て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
の
政
策
に
つ
い
て
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

市
民
活
動
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
学
習
支
援

事
業
を
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
内
容
と
し
ま

し
て
は
、
週
１
回
を
目
安
に
学
習
支
援
を
実
施
す
る
も
の
で
、
週
１
回
の
支

援
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
習
す
る
意
欲
を
高
め
た
り
、
学
習
す
る
こ
と
を
習

慣
づ
け
す
る
こ
と
に
よ
り
学
習
意
識
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
習
支
援
は
引
き
こ
も
り
や
学
校
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
学
習
を
通
し
て
大
人
が
寄
り
添

う
こ
と
で
精
神
的
な
ケ
ア
を
行
い
、
複
合
的
な
子
ど
も
の
支
援
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

戸
崎
上
稲
吉
線
、
国
道
３
５
４
号
線
の
南
側
の
県
道
が
狭

く
、
整
備
が
必
要
で
は

安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
県

と
協
議
、
要
望
を
し
て
い
き
た
い

ＱＡ

合
併
10
年
を
経
過
し
た
地
方
創
生
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
に

つ
い
て

土
浦
協
同
病
院
が
移
転
開
院
し
、
今
後
の
当
市
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
ま
ち
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

加
茂
工
業
団
地
内
で
遊
休
地
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
対
策
に
つ
い
て

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
の
政
策
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
大
変
革
が
進
む
中
で
地
域
包
括
ケ
ア
の
制
度

構
築
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３５４

▲戸崎上稲吉線



４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
。
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
、
い
ま
も
避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い

る
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
私
ど
も
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

防
災
に
対
す
る
認
識
を
常
に
持
ち
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
進
め
、

市
民
の
安
全
安
心
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
加
固　

豊
治　

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
議

会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
31
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月8日〜4月28日まで）

●
２
月
●

8
日　

総
務
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会　

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　

第
２
回
議
員
研
修
会

19
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会

22
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
定
例
会

23
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
議
会

●
３
月
●

1
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

１
日
～
23
日

　
　
　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

4
日　

総
務
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

7
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

８
日　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

９
日　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

11
日　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

14
日　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

15
日　

全
員
協
議
会

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査

　

特
別
委
員
会

　
　
　

平
成
27
年
第
4
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

22
日　

総
務
委
員
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

●
４
月
●

14
日　

議
員
研
修

22
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

27
日　

産
業
建
設
委
員
会

28
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 第三セクター第三セクター とはとは？？
第
三
セ
ク
タ
ー
は
第
一
セ
ク
タ
ー
や
第

二
セ
ク
タ
ー
と
は
異
な
る
第
三
の
方
式
に

よ
る
法
人
。

日
本
に
お
い
て
は
、
国
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
（
第
一
セ
ク
タ
ー
）
が
民
間
企
業

（
第
二
セ
ク
タ
ー
）
と
共
同
出
資
に
よ
っ

て
設
立
し
た
法
人
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

多
く
の
市
町
村
が
こ
の
方
式
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、多
く
は
設
立
が
比
較
的
容
易
で
、

そ
の
運
営
方
式
も
自
由
な
株
式
会
社
の
形

態
を
採
る
。
半
官
半
民
の
中
間
的
な
形
態

が
、
第
三
の
方
式
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
民
間
活
力
の
活
用
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
地
域
振
興
な
ど
を
目
的
と

し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
１
９
８
０
年
代
後
半
以
降
は
政
策

的
に
各
地
に
広
が
っ
た
。


